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新たに開発した傾斜牧草地向けロータリの性能試験



牛
の
受
精
卵
は
、
マ
ウ
ス
な
ど
と
比
較
し

て
脂
肪
含
量
が
多
い
た
め
に
耐
凍
性
が
低
い

こ
と
が
、
凍
結
保
存
後
の
低
生
存
率
の
一
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
Ｌ
‐
カ
ル

ニ
チ
ン
は
脂
肪
を
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
へ
運

搬
し
、
そ
の
燃
焼
促
進
を
通
じ
、
細
胞
内
の

脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
牛
の
受
精
卵
の
培
養
液
に
、

Ｌ
‐
カ
ル
ニ
チ
ン
を
添
加
し
、
受
精
卵
の
脂

肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
体
外
培
養
時
の
生

産
率
や
凍
結
保
存
後
の
生
存
率
を
向
上
さ
せ

る
効
果
を
ね
ら
い
ま
し
た
。

受
精
卵
の
培
養
液
に
Ｌ
‐
カ
ル
ニ
チ
ン

（
０
・
６
mg
／
mL
）
を
添
加
す
る
と
、
ミ
ト
コ

ン
ド
リ
ア
が
活
性
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
受

精
卵
の
脂
肪
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
し
た
（
図

１
）。
こ
の
こ
と
は
、
生
体
内
で
用
い
ら
れ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
保
存
や
利
用
に
関
与
し
て

い
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
（
ア
デ
ノ
シ
ン
3
リ
ン
酸
）
の

産
生
が
増
加
し
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
受

精
卵
の
活
力
が
高
め
ら
れ
た
結
果
、
体
外
培

養
後
の
受
精
卵
の
生
産
率
は
32
・
４
％
か
ら

44
・
６
％
へ
と
向
上
し
ま
し
た
（
図
２
Ａ
）。

ま
た
、
Ｌ
‐
カ
ル
ニ
チ
ン
は
、
牛
の
受
精

卵
の
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

凍
結
保
存
卵
の
融
解
後
の
生
存
率
の
向
上
に

対
す
る
効
果
も
認
め
ら
れ
、
凍
結
保
存
後
の

生
存
率
は
66
・
９
％
か
ら
91
・
０
％
へ
向
上

し
ま
し
た
（
図
２
Ｂ
）。

Ｌ
‐
カ
ル
ニ
チ
ン
は
、
健
康
食
品
に
使
用

さ
れ
る
な
ど
生
体
に
対
し
て
安
全
で
、
培
養

液
１
mL
（
最
大
２
０
０
個
の
受
精
卵
の
培
養

が
可
能
）
あ
た
り
4
円
と
安
価
な
上
、
前
述

の
よ
う
に
効
果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
牛
の

受
精
卵
の
体
外
生
産
や
凍
結
の
現
場
に
お
け

る
積
極
的
な
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
研
究
を
担
当
し
た
家
畜
育
種
繁
殖
研

究
領
域
、
ソ
ム
フ
ァ
イ 

タ
マ
ス
研
究
員
は
、

「
高
受
胎
率

が
望
め
る
牛

受
精
卵
の
体

外
生
産
・
凍

結
保
存
・
先

発
技
術
の
開

発
」
と
い
う
業
績
で
平
成
24
年
度
（
第
11
回
）

日
本
農
学
進
歩
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域

　

上
席
研
究
員　

渡
邊
伸
也
）

牛
受
精
卵
も
ダ
イ
エ
ッ
ト

　
　
　

― 　

‐
カ
ル
ニ
チ
ン
は
牛
体
外
受
精
卵
の

発
生
率
や
凍
結
保
存
後
の
生
存
率
を
高
め
る 

―

L

A）

L-カルニチン無添加 L-カルニチン添加

B）

50
45
40
35
30
25
20
15
10

5
0牛

体
外
受
精
卵
の
生
産
率（
％
）

(n=468) (n=426)

A） b

a

100
90
80
70
60
50
40
30
20
10
0

凍
結
保
存
後
の
生
存
率（
％
）

(n=53) (n=59)

B）

a

b

Ｌ-カルニチン（mg/mL）

0 0.6

図 2　L- カルニチンを添加・無添加して培養し
た牛の体外受精卵の生産率（A）と凍結保
存後の生存率（B）
a, b： 異符号間に統計的な有意差あり。（p<0.05）

図 1　脂肪を赤く染色した牛の体外受精卵
L-カルニチンの効果で受精卵の脂肪が
減少したため、赤色が弱い。
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傾
斜
牧
草
地
向
け

除
染
用
作
業
機
の
現
地
試
験
を
公
開

東
北
・
北
関
東
の
一
部
に
は
、
永
年
牧
草

中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
が
飼
料
の
暫
定

許
容
値
を
超
え
た
た
め
、
利
用
自
粛
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

地
域
で
は
草
地
を
耕
う
ん
す
る
除
染
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
耕
う
ん
に
よ
り
表
面
に
存

在
す
る
高
濃
度
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
土
壌

に
混
和
さ
れ
て
牧
草
に
吸
収
さ
れ
に
く
く
な

り
、空
間
線
量
率
も
低
下
し
ま
す
。
し
か
し
、

機
械
作
業
が
困
難
な
傾
斜
地
を
永
年
草
地
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
場
所
で
は
、
作
業
機

が
転
倒
す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
、
除
染
は

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

畜
産
草
地
研
究
所
で

は
、
福
島
県
農
業
総

合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研

究
所
沼
尻
分
場
、
宮

城
県
畜
産
試
験
場
、

松
山
株
式
会
社
と
共

同
で
「
新
た
な
農
林

水
産
政
策
を
推
進
す

る
実
用
技
術
開
発
事

業
（
緊
急
対
応
研
究

課
題
）」
に
お
い
て
、

通
常
の
機
械
作
業
が
困
難
な
10
～
25
度
の
傾

斜
牧
草
地
を
対
象
と
し
た
除
染
作
業
技
術
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
河
川
敷
の
草

刈
に
利
用
さ
れ
て
い
る
無
線
操
縦
の
低
重
心

ト
ラ
ク
タ
は
傾
斜
地
作
業
に
適
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ト
ラ
ク
タ
に
は
エ
ン
ジ
ン
の
動
力

で
駆
動
す
る
通
常
の
ロ
ー
タ
リ
が
装
着
で
き

な
い
た
め
、
油
圧
駆
動
の
ロ
ー
タ
リ
を
新
た

に
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
耕
う
ん

が
困
難
な
傾
斜
牧
草
地
に
お
い
て
永
年
牧
草

の
播
き
直
し
（
草
地
更
新
）
の
一
連
の
作
業

が
無
線
操
作
で
安
全
に
行
え
ま
す
（
図
）。

ま
た
、
傾
斜
牧
草
地
で
は
作
土
層
が
薄
い
場

合
や
礫
が
多
い
場
合
も
多
い
こ
と
か
ら
、
そ

の
対
応
と
し
て
草
刈
用
の
フ
レ
ー
ル
モ
ー
ア

に
よ
る
草
地
表
面
の
攪
拌
や
、
ス
タ
ブ
ル
カ

ル
チ
ベ
ー
タ
に
よ
る
表
層
耕
起
の
効
果
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
業
機
を
用
い

た
現
地
適
用
試
験
を
宮
城
県
岩
出
山
牧
場
と

（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
の
も

と
に
実
施
し
、
そ
の
試
験
の
一
部
を
９
月
21

日
と
10
月
３
日
に
公
開
し
ま
し
た
。
公
開
し

た
試
験
地
は
10
～
18
度
の
傾
斜
で
し
た
が
、

畜
産
草
地
研
究
所
の
御
代
田
研
究
拠
点
で
25

度
の
牧
草
地
で
耕
う
ん
作
業
が
で
き
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
ま
す
（
表
紙
）。
行
政
、
研

究
機
関
、
生
産
者
、
報
道
機
関
な
ど
か
ら
両

会
場
併
せ
て
１
０
０
名
以
上
の
方
々
が
こ
ら

れ
、
熱
心
に
ご
質
問
い
た
だ
き
、
関
心
の
高

さ
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
、
草
地
更

新
後
の
土
壌
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
分

布
、
傾
斜
地
の
耕
起
に
よ
る
土
壌
流
亡
へ
の

影
響
、
牧
草
中
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を

調
べ
、除
染
効
果
を
検
証
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域

上
席
研
究
員　

栂
村
恭
子
）

生育状況（約２ヶ月後）

新しく開発した
ロータリ

播種 鎮圧

 ロータリによる耕うん
（9月21日の宮城県での現地試験）

前植生の刈り取り 肥料と石灰の散布

図　試験地で実施した傾斜牧草地における草地更新
作業と播種した牧草の生育状況
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

家畜育種繁殖研究領域

小　林　栄　治

ウ
シ
、
ブ
タ
、
ニ
ワ
ト
リ
な
ど
の
産
業
動

物
は
野
生
の
動
物
か
ら
長
い
年
月
を
経
て
家

畜
化
さ
れ
、
乳
や
肉
、
卵
を
生
産
す
る
動
物

と
し
て
育
種
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
近
年

で
は
、
生
産
性
、
肉
質
お
よ
び
繁
殖
性
な
ど

の
形
質
を
対
象
に
、
育
種
理
論
に
基
づ
く
統

計
遺
伝
学
的
な
手
法
に
よ
り
急
速
か
つ
着
実

に
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
の
遺
伝
的
能
力
は
、
形
質
デ
ー
タ
と

家
系
デ
ー
タ
に
加
え
て
環
境
要
因
を
考
慮
し

た
統
計
遺
伝
学
的
手
法
に
よ
り
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
（
図
１
）。
こ
れ
ま
で
の
遺
伝
的
能

力
評
価
で
は
個
々
の
遺
伝
子
は
未
知
の
ま
ま

で
構
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形

質
に
関
す
る
遺
伝
的
背
景
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
レ
ベ
ル

で
理
解
し
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
さ
ら
に
効

率
的
な
育
種
技
術
の
確
立
に
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
家
畜
に
お
い
て
も
ゲ
ノ
ム
研
究
の

進
展
は
目
覚
ま
し
く
、
技
術
や
機
器
の
開
発

と
相
ま
っ
て
急
速
な
勢
い
で
塩
基
配
列
や
Ｄ

Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
な
ど
の
ゲ
ノ
ム
情
報
が
蓄
積

さ
れ
て
い
ま
す
。
ウ
シ
で
は
２
０
０
７
年
10

月
、
ブ
タ
で
は
２
０
０
９
年
11
月
、
ニ
ワ
ト

リ
で
は
２
０
０
４
年
２
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ゲ

ノ
ム
の
塩
基
配
列
が
解
読
さ
れ
Ｄ
Ｎ
Ａ
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
高

精
度
な
塩
基
配
列
情
報
に
基
づ
い
て
家
畜
が

持
つ
約
２
万
個
の
遺
伝
子
に
つ
い
て
そ
の
機

能
や
発
現
、
表
現
形
質
と
の
関
連
な
ど
が
研

究
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
ゲ
ノ
ム
情
報

を
家
畜
の
育
種
改
良
に
活
用
す
る
方
法
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
は
改
良
し
た
い
形
質
に
関
連

す
る
有
用
遺
伝
子
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
を

探
索
し
個
々
の
マ
ー
カ
ー
情
報
に
よ
る
選

抜
（
マ
ー
カ
ー
育
種
）
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
で
は
数
万
か
ら
数
十
万
個
の

マ
ー
カ
ー
情
報
が
一
度
に
手
に
入
る
よ
う
に

な
り
ゲ
ノ
ム
全
体
を
対
象
と
す
る
評
価
や
選

抜
（
ゲ
ノ
ム
育
種
）
が
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
私
た
ち
は
、
家
畜
の
経
済

的
に
重
要
な
形
質
に
関
す
る
ゲ
ノ
ム
研
究
を

さ
ら
に
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
形
質
に
関
す
る

遺
伝
学
的
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
た
ゲ
ノ
ム
情
報
を
有
効
に
活
用

す
る
育
種
技
術
の
高
度
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
（
図
１
）。

ゲ
ノ
ム
情
報
を
利
用
し
た
育
種
技
術
の
開
発

遺伝的能力

（育種価）

遺伝的能力

（ゲノム育種価）

育種理論＋

形質データ

家系データ
環境要因－

ゲノム情報

図 1　ゲノム情報の利用による育種技術の高度化
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研究者
訪　問
研究者
訪　問

ま
し
た
が
、
不
受
胎
牛
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｇ
15
発
現

が
増
加
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｓ

Ｇ
15
は
胚
の
生
育
（
生
死
）
状
態
を
把
握
す

る
に
は
良
い
指
標
と
な
る
一
方
で
、
早
期
妊

娠
診
断
に
用
い
る
に
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
胚
の
生
存
や
成
長
に
は
、
子
宮
で
産

生
・
分
泌
さ
れ
る
因
子
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
、
子
宮
環
境
に
着

目
し
て
妊
娠
早
期
に
発
生
す
る
胚
死
滅
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
受
胎
率
向

上
技
術
の
開
発
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

牛
の
低
受
胎
は
、
分
娩
間
隔
の
延
長
、
生

産
性
の
低
下
に
つ
な
が
り
農
家
の
収
益
に
直

接
影
響
す
る
た
め
非
常
に
大
き
な
問
題
で

す
。
低
受
胎
に
は
多
く
の
要
因
が
関
与
し
て

い
る
の
で
す
が
、
不
受
胎
の
大
部
分
は
妊
娠

早
期
に
生
じ
る
胚
死
滅
が
主
な
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
妊
娠
早
期
に
お
い
て
、
牛
の

胚
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
タ
ウ
（
Ｉ
Ｆ
Ｎ

τ
）
と
呼
ば
れ
る
妊
娠
認
識
シ
グ
ナ
ル
を
分

泌
し
、
発
情
の
回
帰
を
防
ぐ
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
近
年
、
こ
の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
τ
が
子
宮

内
か
ら
母
体
血
流
に
混
入
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
私
た
ち

は
、
牛
の
末
梢
血
球
中
で
発
現
す
る
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
誘
導
性
遺
伝
子
15
（
Ｉ
Ｓ
Ｇ

15
）
が
子
宮
内
の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
τ
量
に
応
じ
て
変

動
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
（
図
１
）、
さ

ら
に
、
妊
娠
早
期
に
お
け
る
末
梢
血
球
中
の

Ｉ
Ｓ
Ｇ
15
発
現
量
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
胚

の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
τ
分
泌
動
態
と
妊
娠
状
態
と
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の

結
果
、
胚
移
植
後
に
受
胎
し
た
牛
で
は
妊
娠

早
期
に
お
け
る
Ｉ
Ｓ
Ｇ
15
発
現
量
が
増
加
す

る
一
方
で
、
不
受
胎
牛
で
は
わ
ず
か
に
増
加

し
て
発
情
が
遅
延
す
る
パ
タ
ー
ン
と
、
全
く

増
加
せ
ず
発
情
が
正
常
に
回
帰
す
る
パ
タ
ー

ン
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
移
植
胚
か
ら
の
Ｉ
Ｆ
Ｎ
τ
分
泌

が
不
充
分
ま
た
は
無
い
こ
と
を
示
し
て
お

り
、
不
受
胎
牛
の
妊
娠
早
期
に
お
い
て
、
胚

の
成
長
遅
延
や
生
育
不
全
が
起
こ
っ
て
い
る

か
、
既
に
胚
が
死
滅
し
て
い
る
か
の
２
つ
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｇ
15
発

現
量
の
測
定
は
牛
の
早
期
妊
娠
診
断
法
と
し

て
も
利
用
可
能
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い

家畜飼養技術研究領域

松　山　秀　一

牛
の
妊
娠
早
期
に
お
け
る

胚
死
滅
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
に
迫
る

図 1　子宮内 IFNτ量と末梢血球中 ISG15 発
現量との関係

図 2　胚移植後の次回発情予定日（牛の性周期
21 日）前後における末梢血球中 ISG15
発現量

NARO Institute of Livestock and Grassland Science
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2012 年度日本草地学会賞を受賞

2012 年若手外国人農林水産研究者表彰を受賞
－当所と研究交流のタイ王国研究員－

８
月
に
酪
農
学
園
大
学
で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
２
年
度
日
本
草
地

学
会
北
海
道
大
会
に
お
い
て
、
日
本
草
地
学
会
賞
を
受
賞
い
た
し
ま

し
た
。
本
賞
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
草
地
農
業
の
発
展
上
顕
著
な
意

義
を
も
つ
研
究
業
績
を
あ
げ
た
会
員
に
授
与
さ
れ
ま
す
。

重
要
な
飼
料
基
盤
で
あ
る
草
地
は
、
導
入
牧
草
や
ス
ス
キ
等
の
在

来
植
物
種
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
草
地
植
生
が
地
域

環
境
や
放
牧
等
の
利
用
法
に
よ
り
様
々
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
、

長
期
の
生
態
学
的
研
究
に
よ
り
解
明
し
、
草
地
植
生
管
理
技
術
の
開

発
に
つ
な
げ
て
き
ま
し
た
。
近
年
増
加
が
著
し
い
耕
作
放
棄
地
の
有

効
活
用
法
と
し
て
、
軽
労
・
低
コ
ス
ト
に
管
理
で
き
、
飼
料
自
給
率

向
上
に
も
寄
与
す
る
放
牧
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
放
牧

利
用
を
草
地
植
生
管
理
の
手
段
に
も
位
置
づ
け
な
が
ら
、
耕
作
放
棄

地
や
水
田
等
の
飼
料
基
盤
に
適
し
た
草
種

の
組
み
合
わ
せ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
、
牧
養
力
を
高
め
る
放
牧
利
用
技
術
の

開
発
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
技
術
に
よ
り

水
田
放
牧
草
地
の
生
産
量
を
１
・
７
倍
に

増
大
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
方
、
こ
こ
20
年
ほ
ど
の
間
に
牧
草
の

夏
枯
れ
現
象
が
著
し
く
寒
地
型
牧
草
地
の
衰
退
が
顕
在
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
対
応
し
て
草
種
の
適
用
地
域
の
見
直
し
が

求
め
ら
れ
ま
す
が
、
低
労
力
や
低
投
入
資
材
型
の
省
資
源
管
理
の
視

点
か
ら
も
、
今
後
は
環
境
適
応
性
が
高
い
在
来
草
種
を
含
め
た
幅
広

い
植
物
種
の
生
育
特
性
の
再
評
価
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
草
地
管
理
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

山
本
嘉
人
）

「
草
地
植
生
遷
移
解
明
に
基
づ
く

多
様
な
放
牧
地
の
高
度
利
用
に
関
す
る
研
究
」

　

カ
ノ
ッ
ク
ワ
ン 

シ
ラ
ッ
タ
ナ
ー

研
究
員
（
タ
イ
王
国
・
ス
ラ
ナ
リ
大

学
）
は
、
２
０
０
８
年
、
日
本
学
術

振
興
会
と
タ
イ
国
家
学
術
調
査
会
に

よ
る
二
国
間
交
流
事
業
に
採
択
さ
れ

た
研
究
課
題
「
水
牛
の
生
物
多
様
性

を
維
持
す
る
た
め
の
水
牛
胚
の
体
外

生
産
、
操
作
お
よ
び
保
存
に
関
す
る

研
究
」
を
実
施
す
る
た
め
に
当
研
究
所
に
３
ヶ
月
間
滞
在
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
タ
イ
に
戻
り
当
研
究
所
で
得
ら
れ
た
成
果
を
も
と

に
、
死
亡
し
た
乳
用
雄
牛
か
ら
の
ク
ロ
ー
ン
牛
4
頭
を
は
じ
め
、

タ
イ
在
来
種
の
牛
2
頭
、
山
羊
2
頭
、
猫
2
匹
な
ど
、
数
種
の
家

畜
動
物
の
ク
ロ
ー
ン
の
作
製
に
成
功
し
ま
し
た
。
絶
滅
危
惧
種
の

ク
ロ
ー
ン
作
製
で
は
、ガ
ウ
ル
（
イ
ン
ド
ヤ
ギ
ュ
ウ
）
に
成
功
し
、

ヒ
ョ
ウ
や
マ
ー
ブ
ル
キ
ャ
ッ
ト
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、

ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
効
率
を
高
め
る
た
め
、
適
切
な
ド
ナ
ー
細
胞
の
選

別
や
化
学
処
理
法
に
つ
い
て
の
研
究
を
行
い
、胎
子
線
維
芽
細
胞
、

耳
由
来
線
維
芽
細
胞
、
顆
粒
膜
細
胞
、
卵
丘
細
胞
を
用
い
た
場
合

に
は
、
牛
や
水
牛
の
ク
ロ
ー
ン
胚
が
一
定
の
品
質
で
胚
盤
胞
期
ま

で
発
生
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
水
牛
の
卵

母
細
胞
の
ガ
ラ
ス
化
凍
結
、
水
牛
‐
牛
お
よ
び
ガ
ウ
ル
‐
牛
の
異

種
間
ク
ロ
ー
ン
胚
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
挙
動
な
ら
び
に

ク
ロ
ー
ン
猫
の
テ
ロ
メ
ア
の
長
さ
に
つ
い
て
も
成
果
を
あ
げ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
に
対
し
、「
家
畜
お
よ
び
絶
滅
危
惧
種
の
安
定
し
た

増
殖
に
向
け
た
生
物
学
的
手
法
の
改
良
」と
い
う
業
績
で
、シ
ラ
ッ

タ
ナ
ー
研
究
員
は
２
０
１
２
年
若
手
外
国
人
農
林
水
産
研
究
者
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。　

（
家
畜
育
種
繁
殖
研
究
領
域　

上
席
研
究
員　

渡
邊
伸
也
）

水田放牧草地
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「省資源・資源循環型飼料生産による畜産物の
差別化に関する情報交換会」を開催

畜
産
草
地
研
究
所
は
韓
国
国
立
畜
産
科
学
院
と
Ｍ
Ｏ
Ｕ
を
結
ん

で
お
り
、
２
０
０
５
年
以
来
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
研
究
者

の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
で
は
諸
外
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結

に
対
応
し
て
国
産
農
産
物
の
差
別
化
推
進
の
た
め
の
有
機
畜
産
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
有
機
畜
産
を
は
じ
め
と
し
た
省

資
源
・
資
源
循
環
型
畜
産
技
術
は
消
費
者
の
志
向
や
国
土
・
環
境

保
全
と
い
う
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
の
畜
産
物
の
差
別
化
手
段
と
し
て
早

急
な
検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
韓
国
で

の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
交
え
て
情
報
交
換
を
行
い
、
わ
が
国
に

お
け
る
畜
産
物
の
差
別
化
手
段
と
し
て
の
技
術
開
発
の
方
向
に
つ

い
て
検
討
す
る
た
め
、
10
月
12
日
に
標
記
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

韓
国
か
ら
は
国
立
畜
産
科
学
院
の
奇

光
錫
博
士
か
ら
有
機
牛
乳
の
生
産
状
況

に
つ
い
て
、
林
英
哲
博
士
か
ら
有
機
粗

飼
料
の
現
状
と
事
例
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
北
海
道
で

有
機
酪
農
に
取
り
組
ん
で
い
る
津
別
町

有
機
酪
農
研
究
会
の
山
田
照
夫
顧
問
か

ら
こ
れ
ま
で
の
実
績
に
つ
い
て
、
東
北

農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
魚
住
順
上
席
研
究

員
か
ら
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
を
利
用
し
た

無
農
薬
栽
培
技
術
、
九
州
沖
縄
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
山
田
明
央
上

席
研
究
員
か
ら
国
産
飼
料
１
０
０
％
に
よ
る
牛
肉
生
産
技
術
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
研
究
方
向
に
つ
い
て
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
飼
料
作
物
研
究
領
域
長　

大
同
久
明
）

　

近
年
、
食
肉
の
「
お
い
し
さ
」
を
評
価
し
、
特
徴
的
な
高
付
加
価

値
食
肉
を
生
産
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
全
国
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

「
お
い
し
さ
」
の
評
価
方
法
と
し
て
は
、
人
間
が
実
際
に
食
べ
て
評

価
す
る
「
官
能
評
価
」
が
現
状
で
は
最
も
優
れ
た
手
段
と
言
え
ま
す

が
、
食
肉
研
究
に
お
い
て
は
官
能
評
価
の
導
入
例
が
少
な
く
、
各
地

域
か
ら
官
能
評
価
の
導
入
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
く
こ

と
が
増
え
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
都
道
府
県
等
の
公
立
試
験
研

究
機
関
に
お
け
る
官
能
評
価
技
術
の
導
入

を
目
的
と
し
て
、「
食
肉
の
官
能
評
価
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
11
月
1
～
2
日
の
2
日

間
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
21
道
県
か
ら
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
官
能
評
価
に
関
す
る
講
義
の

後
、
官
能
評
価
の
基
本
的
な
方
法
で
あ
る

「
2
点
法
」
を
題
材
と
し
て
、
実
験
計
画

や
評
価
用
紙
の
設
計
、
サ
ン
プ
ル
調
製
、

実
際
の
評
価
、
デ
ー
タ
解
析
に
つ
い
て
実

習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
各
機
関
に
お

け
る
官
能
評
価
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
実
際
の
利
用
施
設
の
画
像
な
ど
も
紹
介
し
つ
つ
、
限
ら
れ

た
人
員
、
予
算
、
設
備
で
ど
の
よ
う
に
官
能
評
価
を
導
入
し
て
い
く

か
、
検
討
お
よ
び
経
験
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

1
泊
2
日
と
短
い
日
程
で
し
た
が
、
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
各
産

地
に
お
け
る
「
特
徴
あ
る
、
お
い
し
い
特
産
食
肉
」
の
開
発
に
結
び

つ
く
よ
う
、
今
後
と
も
取
り
組
み
を
強
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
畜
産
物
研
究
領
域　

主
任
研
究
員　

佐
々
木
啓
介
）

「食肉の官能評価ワークショップ」を開催

韓国における取り組みの紹介

サンプル調整「データ集計と解析」解説

NARO Institute of Livestock and Grassland Science
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フードテック 2012 に出展しました
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10
月
20
日
（
土
）、
今
年
度
の
一
般
公
開
は
、
爽
や
か
な
好
天

の
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
は
、『
畜
草
研
は
何
す
る
と
こ
ろ
？　

畜
産
草
地
研
究
所

公
開
デ
ー
～
「
答
え
」
を
探
そ
う
「
君
も
未
来
の
畜
産
博
士
」
～
』

を
テ
ー
マ
に
研
究
紹
介
パ
ネ
ル
展
示
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
抽
出
体
験
、顕
微
鏡
観
察
教
室
、

バ
タ
ー
造
り
体
験
、
農
機
具
展
示
、
羊

毛
工
作
、
牛
肉
試
食
等
の
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
始
め
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も

昨
年
同
様
大
変
好
評
で
、
ク
イ
ズ
ラ

リ
ー
の
問
題
を
今
年
度
開
催
す
る
各
イ

ベ
ン
ト
の
中
か
ら
出
題
す
る
こ
と
に
よ

り
、
畜
産
草
地
研
究
所
で
ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
て
い
る
か
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
も
大
変
効
果
的
で
し
た
。
ま
た
、
牛
肉
の
部

位
の
パ
ズ
ル
を
作
成
し
、
焼
肉
試
食
コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
た
こ
と

に
よ
り
、
焼
き
肉
を
頬
張
り
な
が
ら
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
大
人

の
方
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

研
究
紹
介
・
技
術
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
ミ

ニ
講
演
会
（「
遺
伝
子
組
換
え
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
生
物
多
様
性
試

験
に
つ
い
て
」、「
牛
の
給
食
セ
ン
タ
ー
～
牛
の
ま
ぜ
ご
飯
（
発
酵

Ｔ
Ｍ
Ｒ
）
～
」、「
草
地
を
支
え
る
土
の
中
の
い
き
も
の
」、「
放

射
能
が
畜
産
に
及
ぼ
す
影
響
」）
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
遺
伝
子
組
換
え
に
つ
い
て
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
で
き

た
！
」、「
放
射
能
汚
染
対
策
の
研
究
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で

安
心
し
ま
し
た
！
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
大
変
好
評
で

し
た
。

 

（
企
画
管
理
部　

連
絡
調
整
チ
ー
ム
長　

大
里　

孝
）

　

９
月
12
日
（
水
）
か
ら
14
日
（
金
）
ま
で
、
大
阪
市

住
之
江
区
南
港
で
「
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
２
０
１
２
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
来
場
者
は
食
品
製
造
・
加
工
に
関
わ

る
方
々
で
あ
っ
た
た
め
、当
所
か
ら
は
、Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
チ
ー

ズ
、
ホ
エ
ー
ド
リ
ン
ク
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
食
肉
の
官
能
評

価
法
に
つ
い
て
出
展
し
、
同
時
に
開
催
さ
れ
た
出
展
者

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
畜
産
物
研
究
領
域
の
野
村
将

上
席
研
究
員
と
佐
々
木
啓
介
主
任
研
究
員
が
講
演
い
た

し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
、
関
西
地
区
で
の
イ
ベ
ン
ト

に
出
展
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
来
場
者

の
畜
産
草
地
研
究
所
へ
の
関

心
は
高
く
、
持
参
し
た
チ
ー

ズ
の
試
食
や
関
連
資
料
の
配

付
を
通
じ
て
、
当
所
の
研
究

成
果
を
食
品
関
係
業
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
回
の
出
展
に

よ
り
、
今
後
の
製
品
化
や
共

同
研
究
に
向
け
た
取
り
組
み

も
期
待
で
き
ま
す
。
独
立
行

政
法
人
と
し
て
、
研
究
成
果

を
広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
研
究
会
や

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か
に
、

こ
の
よ
う
な
催
し
物
に
も
所

と
し
て
も
積
極
的
に
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。（

所
産
学
官
連
携
セ
ン
タ
ー
事
務
局
）

DNA 抽出体験
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